
行 事 報 告 書（研修） 

報告者：藤原泰子 

 行 事 名 甲山森林公園の植物観察 

実施日時 2026年 5月 14日（木曜日）   10時 ～ 15時  天候：晴 

場 所 甲山森林公園 

テーマ 春から夏への植物の生き様を観察しよう 

講師 児玉勝久さん 

参加者数 18名 

内 容 （ 概

要） 

観察コ-ス： 中央入口→外周森林道→公園北側車道入り口→北側外周車道→西宮自然の家 

→観察湿原～公園北入り口→研修室 

 

10：00～今日の予定、この季節の樹木観察のポイントの説明を聞く。 

10：15～いつもと違うコ-スで甲山森林公園の植物の生き様を観察 

・出発後、芝生にアカミタンポポの果実が見られた。これは岡山から西に多くみられるヨ－ロッパ原産

のタンポポで果実が赤いらしい。サルトリイバラの巻きひげが 2 本あり、これは托葉が変化したもので

す。しばらく歩き、上を見上げるとカナメモチの白い花が咲いていた。バラ科で花弁が 5 枚あった。ヤ

ブニッケイの蕾があり、葉にはニッケイハミャクイボフシと呼ばれる虫こぶが沢山見られた。 

 

 

 

 

 

                サルトリイバラの巻きひげ     カナメモチ      ニッケイハミャクイボフシ   

・スイカズラの枝先に 2 個ずつ白い花をつけていた。花は日数がたつと黄色に変わるのでキンギンカ

ともいう。サンゴジュにも白い花が咲いていた。この葉は多く水分を含む為、燃えにくく防火樹、暴風林

として重宝されるという。イヌビワの仮軸分枝、ヤマグワの異形葉を観ながら歩いていると、大きなガの

幼虫を見つけた。グーグルレンズで調べるとタケカレハという名の蛾であった。この間まで白い花が満

開だったマルバアオダモは赤い翼果を付けていた。 

 

 

 

 

 

 

スイカズラ           ヤマグワの異形葉     タケカレハの幼虫   マルバアオダモの翼果 

・11：40 に甲山自然の家についてお茶休憩。そこでツバキのゴールを観た。葉は大きく分厚くなって、

表は緑色で裏は白くて、気持ち悪かった。菌によるものらしい。エゴノキの花弁の数は色々だった。3

枚から 6枚確認したが、5枚が一番多いそうだ。白い花が続く。タンナサワフタギ・ハリエンジュと。 

 

 

 

 

 

 

ツバキの葉のゴール        エゴノキの花       タンナサワフタギ      ハリエンジュ 

湿原ではやはり白いイシモチソウの花が咲いていた。この花は午前 10時～午後 2時に咲くのでグッド

タイミングだった。湿地に生える食虫植物で、葉の腺毛が小石を引っ付けて持ち上げる為、その名が

ついたとされる。 



よく似たシャリンバイ・トベラの花を比較しながら研修室にもどった。 

 

 

                    

 

 

 

イシモチソウ             シャリンバイ                トベラ 

・12：50 室内で昼食 

・13：20～ 集合写真を撮って、採集してきた切り枝を観ながら午前中の観察の復習をする。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年はカキなど果実の大豊作だったし、今年は花の咲く時期が早く、花の数も例年より多かった。 

それは 2025年の 6月～9月の気温が高く、日照時間が長かったからとの説明もあり、納得しました。 

午前中は色々な白い花、樹木の様子を観察し、午後からは涼しい部屋で復習出来て楽しい観察会で

した。                   

                                                                                                                   

 


